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学
生
懸
賞
論
文
発
表

令
和
六
年
度
学
生
懸
賞
論
文
の

応
募
状
況
と
選
考
過
程

國
學
院
雜
誌
編
集
委
員
会

　

本
年
度
の
学
生
懸
賞
論
文
の
審
査
対
象
論
文
数
は
、
文
学
部
・
神
道
文

化
学
部
学
生
、
別
科
在
籍
者
を
対
象
と
す
る
第
一
部
門
が
応
募
三
本
、
大

学
院
文
学
研
究
科
・
専
攻
科
在
籍
者
の
本
誌
掲
載
済
み
論
文
を
対
象
と
す

る
第
二
部
門
が
七
本
で
あ
っ
た
。
第
一
部
門
の
活
性
化
が
望
ま
れ
る
。

　

選
考
過
程
で
基
準
と
し
て
い
る
の
は
、
表
題
と
内
容
の
整
合
性
、
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
、
問
題
提
起
が
明
瞭
で
あ
る
か
否
か
、
結
論
と
照
応
し
て
い

る
か
、
論
文
中
の
学
術
上
の
述
語
の
定
義
は
適
切
か
否
か
、
論
証
過
程
に

破
綻
が
な
い
か
、当
該
課
題
の
研
究
史
が
十
分
に
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
か
、

日
本
語
の
表
現
は
適
切
か
、
な
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
第
二
部
門
に
つ
い

て
は
、
本
誌
掲
載
ま
で
の
審
査
状
況
に
つ
い
て
も
精
査
し
て
い
る
。
応
募

す
る
際
に
は
、
右
記
の
点
に
留
意
し
て
ほ
し
い
。
今
後
さ
ら
に
、
学
生
懸

賞
論
文
の
意
義
を
周
知
し
、
意
欲
的
な
研
究
成
果
が
数
多
く
懸
賞
論
文
の

審
査
対
象
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

な
お
、
五
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
國
學
院
雜
誌
編
集
委
員
会
に
お
い

て
、
査
読
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、
対
象
論
文
二
本

を
入
選
、
二
本
を
佳
作
と
し
た
。

第
一
部
門
（
本
学
文
学
部
・
神
道
文
化
学
部
・
別
科
在
籍
者
）

　

佳
作　

田
中　

玄
太
（
文
学
部
史
学
科
四
年
）

　
　
　
　
　

近
代
に
お
け
る
「
ふ
の
り
」
の
生
産
と
流
通

　
　
　
　
　
　
（
＝
本
誌
第
一
二
六
巻
掲
載
予
定
）

　

佳
作　

福
本　

悠
人
（
神
道
文
化
学
部
神
道
文
化
学
科
三
年
）

　
　
　
　
　

�

半
井
真
澄
に
依
る
祭
式
研
究
─
祝
詞
奏
上
の
作
法
を

中
心
と
し
て
─

　
　
　
　
　
　
（
＝
本
誌
第
一
二
六
巻
掲
載
予
定
）

第
二
部
門
（
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
専
攻
科
在
籍
者
）

　

入
選　

藤
原　

慧
悟
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
三
年
）

　
　
　
　
　

中
古
和
歌
に
お
け
る
話
し
手
の
意
志
を
め
ぐ
る
疑
問
文

　
　
　
　
　
　
（
＝
本
誌
第
一
二
五
巻
第
六
号
掲
載
）

　
入
選　

北
村　

規
子
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
三
年
）

　
　
　
　
　

津
波
の
語
り
─
木
が
表
象
す
る
も
の
─

　
　
　
　
　
　
（
＝
本
誌
第
一
二
五
巻
第
十
号
掲
載
）

�

（
所
属
・
学
年
は
、
応
募
ま
た
は
掲
載
当
時
）
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選　

評

　

藤
原
　
慧
悟
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
三
年
＝
令
和
六
年
度
）

　
　

中
古
和
歌
に
お
け
る
話
し
手
の
意
志
を
め
ぐ
る
疑
問
文

　

本
論
文
は
、
藤
原
慧
悟
氏
が
自
身
の
論
文
「
中
古
和
文
に
お
け
る
話
し

手
の
意
志
を
め
ぐ
る
疑
問
文
に
つ
い
て
」（『
日
本
語
の
研
究
』
一
八
巻
三

号
、
二
〇
二
二
、
日
本
語
学
会
）
を
踏
ま
え
、
中
古
の
和
歌
に
お
け
る
「
話

し
手
の
意
志
を
め
ぐ
る
疑
問
文
」
を
詳
細
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
話
し
手
の
意
志
を
め
ぐ
る
疑
問
文
」
と
は
、
話
し
手
が
自
ら
の
行
為

の
実
行
を
問
題
に
す
る
疑
問
文
で
、
中
古
で
は
文
末
が
Ⅰ
「
む
」
の
場
合

と
Ⅱ
「
ま
し
」
の
場
合
が
あ
り
、
Ⅰ
は
行
為
実
行
の
決
定
（
行
為
す
る
こ

と
は
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
て
何
を
ど
う
し
よ
う
か
を
問
題
に
す
る
）、
Ⅱ
は

未
決
定
（
行
為
す
る
か
否
か
を
問
題
に
す
る
）
と
い
う
違
い
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
疑
問
文
を
ａ
肯
否
疑
問
文
、
ｂ
選
択
疑
問
文
、
ｃ
補
充
疑
問
文

に
分
け
て
観
察
す
る
と
、
Ⅰ
ａ
「
～
や
～
む
」（
さ
ら
に
や
訪
は
む
）
は
、

訪
ね
て
行
く
こ
と
に
気
持
ち
が
傾
き
、
Ⅱ
ａ
「
～
や
～
ま
し
」（
宿
や
借

ら
ま
し
）
は
、
宿
を
借
り
る
か
ど
う
か
決
め
か
ね
て
い
る
。
Ⅰ
ｂ
「
～
や

～
む
、
～
や
～
む
」（
去
年
と
や
言
は
む
今
年
と
や
言
は
む
）
は
、
去
年

と
言
う
か
今
年
と
言
う
か
、ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
思
案
し
て
い
る

─
な
お
、

Ⅱ
ｂ
「
～
や
～
ま
し
、
～
や
～
ま
し
」
は
な
い

─
。
Ⅰ
ｃ
「
不
定
語
～

む
」（
い
づ
ち
か
行
か
む
）
は
、
行
く
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
る
が
ど
こ
へ

行
く
か
を
考
え
、
Ⅱ
ｃ
「
不
定
語
～
ま
し
」（
い
づ
れ
を
梅
と
わ
き
て
折

ら
ま
し
）
は
、
ど
の
枝
を
折
っ
て
よ
い
か
わ
か
ら
ず
折
る
こ
と
を
迷
っ
て

い
る
。
ま
た
、
よ
く
似
た
Ⅰ
ｃ
「
い
か
に
せ
む
」
と
Ⅱ
ｃ
「
い
か
に
せ
ま

し
」
で
は
、
前
者
が
ど
の
よ
う
な
行
為
を
す
る
か
を
迷
う
の
に
対
し
、
後

者
は
行
為
を
す
る
か
ど
う
か
を
迷
う
。
Ⅰ
ａ
～
Ⅱ
ｃ
の
各
文
型
に
は
、
こ

の
よ
う
な
整
然
と
し
た
使
い
分
け
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
右
に
は
す
べ
て
の
文
型
に
つ
い
て
用
例
を
挙
げ
た
が
、
実

は
散
文
と
和
歌
で
は
分
布
が
異
な
り
、
Ⅰ
ａ
と
Ⅰ
ｂ
は
和
歌
に
し
か
見
ら

れ
な
い
。
Ⅰ
ａ
の
意
味
は
「
～
む
」
と
い
う
平
叙
文
（
さ
ら
に
訪
は
む
）

に
近
く
、
散
文
で
は
こ
ち
ら
を
用
い
て
い
る
。
Ⅰ
ｂ
は
補
充
疑
問
文
（
い

つ
と
か
言
は
む
）
の
回
答
を
選
択
肢
の
形
に
絞
っ
た
も
の
で
（
去
年
と
や

言
は
む
今
年
と
や
言
は
む
）、
そ
も
そ
も
和
歌
で
も
用
例
数
が
少
な
く
、

散
文
に
な
い
の
は
偶
然
と
考
え
ら
れ
る

　

以
上
の
こ
と
が
藤
原
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
本
論
文

は
丁
寧
な
用
例
分
析
と
文
法
の
体
系
的
観
点
か
ら
、
先
行
研
究
の
不
備
を

正
し
、
整
合
性
と
妥
当
性
の
高
い
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
。
散
文
と
和

歌
に
共
通
す
る
中
古
の
疑
問
表
現
の
一
端
を
明
確
に
論
証
し
、
疑
問
表
現
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史
研
究
を
大
き
く
前
進
さ
せ
た
と
言
え
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
研
究
成

果
は
古
典
作
品
の
用
例
解
釈
に
益
す
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、
本
論
文
は
『
國
學
院
雑
誌
』
学
生
懸
賞
論
文
入
選
に
ふ
さ
わ
し
い

と
評
さ
れ
る
。

　

北
村
　
規
子
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
三
年
＝
令
和
六
年
度
）

　
　

津
波
の
語
り
─
木
が
表
象
す
る
も
の
─

　

北
村
氏
の
論
文
は
、
従
来
、
防
災
や
心
理
療
法
を
目
的
と
し
て
研
究
さ

れ
て
い
た
「
津
波
の
語
り
」
を
、
沖
縄
県
石
垣
島
、
東
北
地
方
の
三
陸
海

岸
で
語
ら
れ
る
伝
承
（
津
波
の
際
に
木
に
上
る
・
木
に
つ
か
ま
る
・
木
に

ひ
っ
か
か
る
な
ど
）「
木
に
助
け
ら
れ
た
」
と
い
う
話
型
を
通
し
て
、
話

者
や
地
域
社
会
が
何
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
か
を
、
口
承
文
芸
研
究
と
し

て
考
察
し
た
視
点
が
評
価
で
き
る
。

　

特
に
沖
縄
県
石
垣
島
地
域
（
宮
古
・
八
重
山
両
列
島
）
で
、
一
七
七
一

年
に
発
生
し
た
「
明
和
の
大
津
波
」
と
い
う
江
戸
時
代
に
起
き
た
過
去
の

大
津
波
に
関
す
る
語
り
を
、
津
波
発
生
か
ら
約
二
○
○
年
後
の
口
承
資
料

か
ら
論
じ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
具
体
的
に
は
一
九
八
○
年
〜
一
九
九

○
年
代
に
石
垣
島
の
島
民
か
ら
聞
き
取
っ
た
資
料
「
東
ア
ジ
ア
民
話
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
と
、
牧
野
清
『
八
重
山
の
明
和
大
津
波
』
一
九
六
八
年
に
収

録
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
。
両
資
料
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
た
「
木
に
助

け
ら
れ
た
」
と
い
う
話
型
の
資
料
を
分
析
し
て
い
る
。

　

北
村
氏
は
、「
木
に
助
け
ら
れ
た
」
話
が
、
デ
イ
ゴ
・
マ
ツ
・
ア
コ
ウ
・

ヤ
ラ
ブ
と
い
う
聖
地
の
木
へ
の
信
仰
を
通
し
て
、
津
波
で
失
わ
れ
た
島
の

祭
祀
（
御
嶽
）
や
、
全
壊
集
落
の
強
制
移
住
に
と
も
な
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
回
復
さ
せ
る
「
島
建
て
」
の
物
語
（
津
波
被
害
か
ら
復
興
す
る
物

語
）
と
し
て
、
島
民
に
伝
承
さ
れ
、
機
能
し
て
来
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

　

一
方
、
東
北
地
方
、
岩
手
県
・
宮
城
県
の
三
陸
海
岸
で
一
八
九
六
年
に

発
生
し
た
「
明
治
の
三
陸
大
津
波
」
に
つ
い
て
も
グ
ラ
フ
雑
誌
『
風
俗
画

報
』
を
基
本
資
料
と
し
て
「
木
に
助
け
ら
れ
た
」
話
を
考
察
し
て
い
る
。

石
垣
島
の
島
民
の
話
と
違
っ
て
、『
風
俗
画
報
』
は
、
津
波
被
害
地
域
を

取
材
し
た
記
者
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
記
事
に
よ
っ
て
、
被
害
地
域
以

外
の
人
に
津
波
被
害
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
話
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
。

石
垣
島
の
資
料
と
は
話
の
立
ち
位
置
が
異
な
っ
て
い
る
と
北
村
氏
は
指
摘

す
る
。

　

ま
た
、
東
北
地
方
で
二
○
一
一
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
を
訪
れ
た
北
村
氏
は
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
で
「
木
に
助
け
ら
れ
た
」
話

と
し
て
、
群
生
す
る
椿
の
木
に
上
っ
て
津
波
か
ら
助
か
っ
た
人
た
ち
の
話

を
聞
い
て
い
る
。
気
仙
沼
で
は
、
ツ
バ
キ
が
地
域
の
原
風
景
、
心
の
拠
り
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所
の
木
に
な
っ
て
い
る
と
北
村
氏
は
述
べ
て
い
る
が
、
気
仙
沼
の
語
り
手

の
話
は
、
石
垣
島
の
「
木
に
助
け
ら
れ
た
」
話
と
比
較
す
る
と
「
島
建
て
」

の
物
語
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

東
北
地
方
の
三
陸
海
岸
、
津
波
常
襲
地
帯
で
語
ら
れ
る
「
木
に
助
け
ら

れ
た
」
話
と
い
う
話
型
の
考
察
は
、
北
村
氏
の
今
後
の
課
題
と
言
え
る
で

あ
ろ
う
。


